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１．非常駐車帯地中拡幅の施工状況について

１．１ 位置図

約1.3km 約0.4km

非常駐車帯の設置位置は、上部に沖積層が分布しているものの、掘削断面は洪積層であり、非常に硬質な地盤となっている

＜断面図（イメージ図）＞

深さ約14ｍ

下り線上り線

＜非常駐車帯概略図＞

31.5m
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・令和5年10月から往路（下り線）の地中拡幅に着手し、令和6年5月で地中拡幅完了、令和6年9月妻壁構築完了
・事前の湧水確認時から湧水量の大きな変動もなく、問題なく地中拡幅の施工を完了した

１．２ 現在の状況

１．非常駐車帯地中拡幅の施工状況について
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＜施工状況＞

１．２ 現在の状況

１．非常駐車帯地中拡幅の施工状況について

内部支保工設置

妻壁構築

内部支保工撤去

施工完了

至）釜利谷JCT

至）栄IC・JCT（仮称）

至）釜利谷JCT

至）栄IC・JCT（仮称）

至）栄IC・JCT（仮称）

至）釜利谷JCT

至）釜利谷JCT 至）栄IC・JCT（仮称）

・令和5年10月に地中拡幅を開始し、令和6年5月に地中拡幅の施工を完了した
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